
両

ノ

ｌ
』

lＺ

、
‐
ｉ
叫
鶏
／

ｅ

〆

南
藤
博
さ
ん
〈
盟
蕊
謹
墜
譲
計
部
長
〉

く
に
う

フ
ラ
ン
ス
か
ら
国
生
み
の
島
へ

友
好
の
モ
ー
ー
ュ
メ
ン
、
卜

：

⑨

③
》
、

へ
、 ；へ

、
、
、
､ Ｑ

I雪

灘Ｉ！

や１

フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百
年
を
記
念
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
か
ら
日
本
国
民
に
〃
友
好

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
″
を
贈
ろ
う
と
い
う
運

動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

日
仏
友
好
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
日
本
委
員
会

準
備
会
事
務
局
に
南
藤
部
長
さ
ん
を
訪
ね
、

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「
建
設
予
定
地
が
淡
路
島
に
決
定
し
た

の
が
舶
年
Ⅱ
月
、
そ
し
て
今
年
の
６
月
に

は
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
の
最
終
審
査
会
が

パ
リ
で
開
か
れ
、
建
築
家
パ
ト
リ
ッ
ク
・

ペ
ル
ジ
エ
氏
（
作
家
Ｊ
・
Ｐ
・
ヌ
オ
ー
氏

共
作
）
の
『
淡
路
回
帰
線
の
庭
』
が
優
勝
作

品
に
決
定
し
ま
し
た
。
」

ｌ
き
っ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
品
な

ん
で
し
ょ
う
ね
。

「
高
さ
八
○
届
の
ガ
ラ
ス
の
支
柱
の
上
に
、

幅
三
○
届
、
長
さ
三
百
五
厨
の
青
銅
の
板

を
か
け
た
シ
ン
プ
ル
な
形
で
、
日
本
の
大

烏
居
に
も
通
じ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

台
座
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
タ
！
二
１

地
方
の
バ
ッ
ッ
島
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
花

商
岩
を
使
い
、
周
囲
に
は
日
本
庭
園
の
山

水
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
水
が
流
れ
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
あ
た
か
も
水
に
浮
か
ん
で
い
る

よ
う
に
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
は
建
築
素
材
を
は
じ
め
工
法
的
に

も
新
し
い
技
術
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
石
、
青
銅
、
ガ
ラ
ス
、
そ
れ
に
木
材

と
い
っ
た
素
材
の
歴
史
的
変
遷
を
示
し
て

画

画

Ｐ

④ 愚

譲

ｋ
０

Ｑ

園

１
１
１

董
膿
高
椿
孟
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①

／

、

〆

一一～一一
④

、
へ

一一
の

、
へ

－
，

－

の
一

一
一
〆 ③

〆
〆

型 Ｆ／
⑧

／

一

〆
〆

〆

。 ⑨ 〆

臼〆

ａ〆 一
一 －

Ｊク〆

「
１
１
１
‐
Ｉ

ここ＝』

’

聯●１

パご匙
〃７〃７

／

『画

〃
。
，

④

一
三

⑲

E。 の
だ

へ
、

、
へ 壁≦

③

③
④

い
る
、
と
も
い
え
ま
す
。
こ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
完
成
し
ま
す
と
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ

エ
ル
塔
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
自
由
の
女
神

と
と
も
に
世
界
の
三
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

一
つ
と
も
な
る
で
し
ょ
う
ね
。
」

ｌ
テ
ー
マ
は
″
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
″

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

自
由
の
女
神
が
〃
自
由
″
の
象
徴
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て

フ
ラ
ン
ス
は
世
界
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
広
が
り
を
求
め
て
い
る
、
と
い
え

ま
す
ね
。

「
比
較
的
若
い
地
層
の
淡
路
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
最
古
と
い
わ
れ
る
二
十
億
年
前
の

花
高
岩
を
設
置
し
、
ま
た
、
吉
銅
板
の
中

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
通
信
装
置
を
通
じ

て
、
世
界
の
様
々
な
映
像
が
周
囲
に
設
け

ら
れ
た
八
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

邑
庭
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
時
を
越

え
、
空
間
を
越
え
た
〃
詩
的
な
回
帰
線
″

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
、
テ
ー
マ
を
具

体
的
に
表
現
し
た
も
の
で
す
。
」

ｌ
淡
路
豊
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
で
す
ね
。

「
明
石
海
峡
大
橋
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
完

成
を
予
定
し
て
い
る
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

は
、
支
柱
の
ス
リ
ッ
ト
か
ら
大
橋
を
臨
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
リ

ゾ
ー
ト
構
想
が
す
す
む
淡
路
島
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
二
十
一
世
紀
の
大
阪
ベ
イ
エ

リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
ま
す
⑨
」

〆
〆

、

⑩
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エルアイシーは不動産を
芸術で考える会社です

株式会社ｴ ﾙ ｱ ｲ ｼ ｰ代表取締役

青木幸夫

１
Ｊ

エ

麓

刃
Ⅱ
０
‐
ｌ

ｑ
ｆ

企業は人なり。
人は活かされて、喜び、感謝し、成長し、生きるもの－－
土地・建物も又、活かされてこそ、生きるもの- －－
エルアイシーは、創業以来、不動産を‘i どう活かすか，’ということをテーマとしてコツ
コツと、真面目に、丁寧に、貸したい方と借りたい方、売りたい方と買いたい方の真の
仲人として、それぞれの方々の心を大切にして歩んで参りました。
この度、エルアイシーは、加古川駅前第２地区市街地再開発ビルの事業に伴う保留床の
売却企画、及び力ピル2 1 専門店街のテナント企画を、再開発組合理事長様はじめ、他の
理事の方々、権利者の方々のご信頼の基に一括して委託して頂き､ さる９月１５日に『加古
川駅前カピル2 1 そこう専門店街』として、盛大にオープンする事が出来ました。

これは、私が申して参りました“まかし、まかされるという事，の成功事例のひとつで
あると思います。

エルアイシーは、今後ともお客様のよりよき仲人、よりよき相談相手に撤し、王道に則
り、心をこめてお客様方の繁栄の為に、屈せず、楯びず、奉仕の精神で、尽くさせて頂
きたいと思っております。
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俸式妾社エルアイシー〒6 5 O 神戸市中央区潅島中町6丁目9番地の1ポートアイランド国際交流会館8 F T E L O 7 8 - 3 0 2 - 4 0 冊I 化F A X O 7 B - 3 0 2 - 1 3 2 0
商業不動産事業計両コンサルタント

グ
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彪
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一
下
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公
画
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■
且
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町
嗣
四
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凸
醒
晒
串
心
、

グ影'塞含

ｊｌ－ｌ

エルアイシーは加古川そごうカピル専門店街の

テナント企画、コーディネートを致しました。
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エルアイシーは加古川そごうカピル専門店街の
テナント企画、コーディネートを致しました。

樵式会社エルアイシー〒6 5 O 神戸市中央区港局中町6 丁目9 昏地の1 ポートアイランド国際交流会館8 F T E L O 7 8 - 3 0 2 - 4 0 0 9 ㈹F A X ､ 0 7 8 - 3 0 2 - 1 3 2 0
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商業不動産事業計画コンサルタント
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婦人衣料イズムプレゼンテーション
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声

レディスインクイン

商業不動産事業計画コンサルタント
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僚式会社エルアイシー〒6 5 0神戸市中央恢毒見中町6丁目9番地の1ポートアイランド国照交流今龍R F T E L O 7 8 - 3 0 2 - 4 0 0 9 ㈹'三A X ､ 0 7 8 - 3 0 2 - 1 3 2 0

ア

商業不動産事業計画コンサルタント

エルアイシーは加古川そごうカピル専門店街の
テナント企画、コーディネートを致しました。

一
戸
戸
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婦人服ジ・エンボリアム・プレスコ
ポールシー・マカフィ

トッブ刻０１

婦人服フロムファ

ファミリーウェアＰＯＫｌＨＯＵＳＥ 婦人服サロンド・マスヤ

グ
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明るい表通りで
落ち葉で素敵になった表通り､ 突然あなたがくれた小さなプレゼント。
私はあなたのコートの裾を力いっぱいつかみ､ 黙って後をついていくだけも

HAKlLlH●D●
白智堂

米国宝石学会鑑定鑑別士( G , 1 ＡG , G ､ ) 大野治代他2 名

●六甲店aO78(881)6000●カーラ(婦人服と墾工ﾘｰ)冠078(843)4100●ﾗボﾙﾃ芦屋店電0797(22)8800
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麓
平
群

短
期
大
学
助
教
授
に
就
任
し

た
。
大
学
へ
は
週
４
回
通
い
、

☆
ク
ラ
ウ
ス
・
ベ
ル
ナ
ー
氏

来
日

西
独
マ
イ
ン
ッ
大
学
ピ
ア
ノ

教
授
の
ク
ラ
ウ
ス
・
ベ
ル
ナ
ー

氏
が
皿
月
週
日
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
で
の
永
井
和
子
大
阪
音
大

声
楽
科
教
授
と
の
演
奏
会
の
た

め
に
来
日
し
た
。
氏
は
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
大
家
、
コ
ク
ト
ー
、

フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
、
ケ
ン
プ
氏
ら

に
師
事
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
前
奏
曲
作
品
肥
全
鯉
曲
も
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
あ
る
。
氏
は
今
回

の
永
井
教
授
と
の
演
奏
会
に
つ

い
て
、
「
国
際
的
な
こ
の
演
奏

会
は
大
変
貴
重
な
も
の
に
な

り
、
文
化
に
国
境
の
壁
の
な
い

こ
と
を
示
す
演
奏
会
に
な
る
だ

ろ
う
。
２
人
の
芸
術
的
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
重
な
り
、
す

ば
ら
し
い
二
重
奏
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
」
と
語
っ
た
。

こ
の
演
奏
会
の
他
岡
山
で
加
月

肥
日
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
、
加
月
Ⅳ
日
に
武
庫
川
女
子

大
で
講
演
も
行
な
っ
た
。

燕
酔 ｃ

Ｋ

ｅ
ａ

で
は
コ
ク

ト
ー
氏
よ

り
学
ん
だ

シ
ョ
パ
ン

ん
の
個
展

が
、
廻
月

７
日
（
木
）

か
ら
廻
月

ｌ
ｌＷ
Ｉ

★
望
月
美
佐
「
動
の
書
」
を

沖
縄
古
典
音
楽
と

ｎ
月
記
日
（
祝
）
か
ら
沖
縄

で
開
催
さ
れ
る
実
年
代
の
ス
ポ

ア
沖
縄
」
。

そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
、
神
戸
出
身
の
書
道
家

望
月
美
佐
さ
ん
が
〃
動
の
書
″

を
披
露
す
る
。

望
月
さ
ん
は
様
々
な
音
と
競

い
、
光
と
和
み
な
ら
舞
が
台
上

に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
パ
ネ
ル

や
び
ょ
う
ぶ
に
筆
を
走
ら
せ
る

独
特
の
方
法
を
生
み
だ
し
た
。

同
祭
典
で
沖
縄
古
典
音
楽
の

照
喜
名
朝
一
さ
ん
と
ジ
ョ
イ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
望
月
さ
ん

は
「
沖
縄
の
音
楽
と
の
共
演
は

大
変
楽
し
み
で
す
。
伝
統
文
化

と
書
の
魅
力
を
心
ゆ
く
ま
で
味

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
意

欲
的
。

☆
人
間
の
ド
ラ
マ
を

キ
ャ
ン
パ
ス
い
つ
ぱ
い
に
…

神
戸
新
聞
社
で
瓢
年
間
美
術

柵
を
担
当
す
る
傍
ら
、
油
彩
画

制
作
に
力
を
注
い
で
き
た
草
野

拓
郎
さ
ん
が
今
年
５
月
神
戸
新

「
こ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
世

紀
末
関
係
の
図
書
を
中
心
に
し

た
も
の
で
、
ま
さ
に
ワ
イ
ル
ド

に
ぴ
っ
た
り
。

専
門
家
た
ち
が
集
ま
る
研
究

会
で
は
な
く
、
一
般
の
ワ
イ
ル

ド
の
フ
ァ
ン
の
人
々
と
自
由
に

意
見
が
交
換
で
き
る
サ
ロ
ン
を

開
く
雰
囲
気
を
も
っ
た
支
部
に

し
た
い
」
と
堀
江
さ
ん
は
語

る
。☆

〃
楽
し
み
″
に
応
え
る

個
展
を
／
、

日
本
選
抜
美
術
展
・
優
秀
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
華
や
か
な
活

躍
を
続
け
て
い
る
羽
多
悦
子
さ

岨
日
（
火
）
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ

ん
ち
か
で
開
催
さ
れ
る
。

女
性
の
青
春
の
夢
を
執
勤
に

と
ら
え
る
と
評
さ
れ
る
羽
多
さ

ん
の
作
品
は
、
そ
の
核
に
人
間

の
普
遍
な
生
命
が
感
じ
ら
れ
、

観
る
者
の
心
に
訴
え
か
け
る
。

今
回
の
個
展
は
、
〃
や
さ
し

さ
″
を
テ
ー
マ
に
、
等
身
大
の

子
供
や
大
人
の
彫
刻
を
中
心

に
、
彼
女
が
愛
し
て
や
ま
な
い

猫
な
ど
の
作
品
が
並
ぶ
。

「
私
が
〃
心
〃
で
み
つ
め
〃
感

性
″
を
磨
き
な
が
ら
造
り
あ
げ

た
作
品
ば
か
り
で
す
。
ど
ん
な

個
展
だ
ろ
う
ｌ
と
い
う
皆
さ

ん
の
〃
楽
し
み
″
に
応
え
た
い

と
思
っ
て
ま
す
」
と
声
を
弾
ま

せ
て
語
っ
て
く
れ
た
。

息

－
シ
と
文

化
の
祭
典

「
第
二
回

サ
ン
ト
ピ

聞
社
を
退

職
、
こ
の

ほ
ど
姫
路

学
院
女
子

磯
休
日
は
緑
の
多
い
ア
ト
リ
エ
周

辺
を
モ
チ
ー
フ
を
探
し
て
散
策

し
た
り
、
友
人
の
個
展
巡
り
を

し
た
り
と
念
願
の
絵
画
制
作
に

打
ち
込
む
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
。
「
本
格
的
に
油
彩
を
始
め

た
の
は
如
才
の
時
、
飯
森
次
郎

さ
ん
の
絵
に
出
会
っ
て
か
ら
。
」

と
語
る
草
野
さ
ん
。
そ
の
素
晴

ら
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
色
使
い

に
心
を
打
た
れ
明
石
ま
で
の
道

の
り
を
通
っ
た
と
言
う
。
こ
れ

ま
で
に
開
い
た
個
展
は
４
回
。

「
モ
チ
ー
フ
が
風
景
で
あ
っ
て

も
静
物
で
あ
っ
て
も
、
キ
ャ
ン

バ
ス
か
ら
人
間
の
ド
ラ
マ
を
感

じ
さ
せ
る
世
界
を
描
き
た
い
」

と
意
欲
満
々
で
あ
る
。

☆
ワ
イ
ル
ド
の
サ
ロ
ン
を

神
戸
に
…

い
わ
れ
る
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル

ド
を
研
究
す
る
「
日
本
ワ
イ
ル

ド
協
会
」
の
関
西
支
部
が
神
戸

に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
事
務
所

と
な
る
の
が
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
内
の
ホ
テ
ル
・
ゴ
ー
フ
ル
リ

ッ
ッ
・
咽
Ｆ
に
開
設
し
て
い
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
サ
ロ
ン
・
デ
ル
・
リ
ブ
ロ
」
。

支
部
の
運
営
に
あ
た
る
の
は

加
月
過
日
（
金
）
に
行
な
わ
れ

た
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を

務
め
、
好
評
を
博
し
た
同
協
会

副
会
長
の
堀
江
珠
害
さ
ん
。 イ

ギ
リ

ス
・
世
紀

末
文
学
の

最
高
峰
と
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1 9 5 2 年、木造のゾウ舎の前で諏訪子と。

一
九
五
○
年
六
月
。

神
戸
産
業
博
覧
会
終
了
後
（
通
称
、
神
戸
博
）
跡
地
の

一
部
（
六
三
、
○
○
○
㎡
）
に
諏
訪
山
動
物
園
の
一
部
を

移
し
王
子
動
物
園
を
つ
く
る
こ
と
に
決
定
。
閉
鎖
中
の
旧

諏
訪
山
動
物
園
を
再
び
市
営
と
し
て
再
開
、
移
転
の
準
備

を
始
め
た
。

一
九
五
○
年
九
月
二
八
日
。

前
号
記
述
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
（
諏
訪
子
）
を
導

入
。
同
時
に
ヒ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
グ
マ
、
ネ
コ
科
の
猛
獣
と

し
て
ヒ
ョ
ウ
と
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
が
到
着
。
さ
ら
に
タ
イ
ワ
ン

ザ
ル
、
ペ
リ
カ
ン
な
ど
も
次
々
と
輸
入
を
始
め
た
。

旧
諏
訪
山
動
物
園
は
太
平
洋
戦
争
中
（
一
九
四
三
’
四

年
）
に
か
け
て
ヒ
ョ
ウ
、
ト
ラ
、
ラ
イ
オ
ン
、
オ
オ
ヤ
マ

ネ
コ
な
ど
を
薬
殺
等
で
処
分
し
た
た
め
、
そ
の
剥
製
を
オ

リ
の
中
に
並
べ
敗
戦
後
の
学
童
に
一
時
期
見
せ
て
い
た
。

そ
の
剥
製
の
猛
獣
舎
に
本
物
の
ヒ
ョ
ウ
が
到
着
し
た
時
は

感
激
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
一
方
、
開
園
の
た
め
王
子
動

１
１１９
１

物
園
で
は
、
木
造
の
ゾ
ウ
舎
、
木
造
の
肥
虫
類
舎
、
小
鳥

舎
、
そ
れ
に
旧
諏
訪
山
動
物
園
か
ら
運
ん
で
き
た
鉄
骨
材

を
使
用
し
た
ラ
イ
オ
ン
、
ト
ラ
、
ク
マ
類
の
猛
獣
舎
。
そ

し
て
丸
型
水
禽
舎
（
ペ
リ
カ
ン
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な
ど
）
の

工
事
が
急
が
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
五
一
年
三
月
二

○
日
王
子
動
物
園
開
園
に
は
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
。
ト

ラ
、
ヒ
ョ
ウ
、
ク
マ
類
は
木
造
の
屋
根
の
下
に
オ
リ
の
ま

ま
展
示
し
て
置
く
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

到
着
し
た
ば
か
り
の
ト
ラ
や
ヒ
ョ
ウ
が
次
々
と
死
亡
、
猛

獣
舎
の
完
成
が
本
当
に
待
た
れ
た
。

一
九
五
一
年
十
月
に
つ
い
に
猛
獣
舎
が
完
成
。
大
半
が

木
造
の
動
物
園
と
い
う
当
時
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
猛
獣

舎
が
完
成
し
た
の
は
開
園
六
カ
月
後
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
大
形
猛
獣
舎
と
し
て
完
成
し
た
も
の
の
実
の

と
こ
ろ
ラ
イ
オ
ン
が
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。そ

こ
で
四
室
に
ヒ
ョ
ウ
、
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
、
ニ
ホ
ン
グ

マ
、
ヒ
グ
マ
の
各
二
頭
を
と
り
あ
え
ず
飼
育
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

「
ク
マ
は
心
配
な
い
が
、
ヒ
ョ
ウ
で
は
格
子
巾
が
広
す
ぎ

て
抜
け
出
る
ぞ
」

急
拠
、
格
子
巾
の
点
検
補
強
後
、
ヒ
ョ
ウ
二
頭
を
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヒ
ョ
ウ
が
入
っ
て
い
る
移
動
椎
は
事

務
机
二
台
を
タ
テ
に
並
べ
た
大
き
さ
で
、
前
後
は
鉄
格
子
、

他
は
木
製
の
た
め
、
内
面
に
は
ス
チ
ー
ル
板
が
張
ら
れ
て

い
る
。
妬
キ
ロ
の
ヒ
ョ
ウ
と
オ
リ
と
で
剛
キ
ロ
。
か
な
り

重
い
が
、
四
人
で
よ
う
や
く
運
ん
で
き
た
。
何
し
ろ
ト
ラ

ッ
ク
や
ク
レ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
夢
物
語
り
の

当
時
で
あ
る
。

ラ
イ
オ
ン
舎
に
入
っ
た
ヒ
ョ
ウ
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■

さ
て
、
ヒ
ョ
ウ
の
入
っ
た
そ
の
オ
リ
を
飼
育
舎
の
扉
に

が
っ
ち
り
と
固
定
し
た
。
頑
丈
な
台
に
置
き
、
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
で
く
く
り
つ
け
た
の
だ
。
い
よ
い
よ
移
動
オ
リ
の

扉
を
上
に
引
抜
く
と
ヒ
ョ
ウ
は
と
び
出
て
く
る
手
順
だ
っ

た
。「

ま
て
、
ま
て
。
こ
れ
は
い
か
ん
。
扉
が
外
開
き
だ
／
」

ヒ
ョ
ウ
が
動
物
舎
に
入
っ
た
あ
と
移
動
艦
を
の
け
な
け

れ
ば
扉
を
閉
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

人
家
の
扉
は
外
開
き
が
多
い
。
人
間
は
握
り
、
引
く
こ

と
の
方
が
自
然
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
動
物
た
ち
は
大
半

が
握
力
が
な
い
。
む
し
ろ
頭
で
押
し
た
り
手
足
で
乗
り
か

か
る
こ
と
が
結
果
的
に
押
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
外
開

動
物
舎
の
扉
は
内
開
き
に

ｂ

ボク達、仲良しです。

０
１
２
１
１

き
扉
は
容
易
に
開
く
こ
と
に
な
る
。
逆
に
扉
を
引
く
と
い

う
行
為
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
動
物
舎
は
内

開
き
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
旧
諏
訪
山
動
物
園
か

ら
運
ん
だ
こ
の
獣
舎
扉
は
旧
式
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ョ

ウ
の
敏
し
ょ
う
さ
と
足
腰
の
ジ
ャ
ン
プ
カ
は
想
像
を
絶
す

る
。
僅
か
な
扉
の
隙
間
を
飼
育
員
の
頭
越
し
に
ジ
ャ
ン
プ

し
て
脱
走
し
た
事
件
が
幾
度
か
あ
る
。

話
は
六
年
後
に
な
る
が
、
（
一
九
五
七
年
二
月
二
四
日
）

親
子
連
れ
の
入
園
者
が
オ
リ
の
前
に
さ
し
か
か
っ
た
。
カ

メ
ラ
を
持
っ
た
父
親
が
、
う
っ
か
り
人
止
柵
を
と
び
越

え
、
ヒ
ョ
ウ
を
撮
影
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
児
童
も

ま
た
柵
を
越
え
オ
リ
に
近
づ
い
た
。
そ
の
一
瞬
ヒ
ョ
ウ
が

と
ん
だ
。
お
よ
そ
三
米
奥
に
座
っ
て
い
た
ヒ
ョ
ウ
の
攻
撃

を
さ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

「
ギ
ャ
ー
」
格
子
か
ら
両
手
で
児
童
の
頭
を
ヒ
ョ
ウ
が
シ

メ
で
か
か
え
こ
み
佼
み
つ
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
は
入
院
中
の
学
童
に
市
長
も
見
舞
い
に
行
か
れ

た
。
ま
た
、
か
つ
て
（
一
九
三
六
年
）
上
野
動
物
園
で
は

ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
が
、
天
井
格
子
の
隙
間
か
ら
脱
走
、
大
騒
ぎ

の
の
ち
マ
ン
ホ
ー
ル
に
隠
れ
た
と
こ
ろ
を
捕
獲
し
た
。
新

聞
は
号
外
を
出
し
ラ
ジ
オ
で
速
報
も
し
た
。
警
察
の
協
力

を
得
て
無
事
収
拾
し
た
時
は
思
わ
ず
涙
が
出
た
と
は
当
時

の
園
長
古
賀
忠
道
博
士
の
話
。
東
京
市
役
所
は
、
お
わ
び

の
新
聞
広
告
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

つ
い
最
近
、
一
九
八
九
年
一
○
月
五
日
、
京
大
霊
長
類

研
究
所
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
三
頭
（
一
頭
は
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
）
脱
走
。
〃
合
カ
ギ
を
使
っ
た
天
才
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
〃

な
ど
と
、
各
紙
は
オ
リ
の
不
備
と
い
う
人
災
事
故
の
重
大

さ
を
全
く
報
じ
な
か
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。
扉
部
分
は

手
指
の
出
な
い
よ
う
メ
ッ
シ
ュ
金
網
を
重
ね
張
り
す
る
こ

と
が
常
識
な
の
で
あ
る
。

＊
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蕊誌若のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

回神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方には「月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸っ子倶楽部の会報
として、：､月刊神戸っ子患の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲載、会員の動きな
ど棟々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の痕i いイベント（コンサート、美術展、演
劇など〕に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ1 . 神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライフをお楽しみになりませんか．
会員の方は有効期限をお砿めのうえ、継続会
貝として年会費をお納めください。
．入会申込・お問合せは一
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 ノ１大神ピル９Ｆ
テレホンサービス（２４時間〕
ＴＥＬｏＯ７８－８０Ｚ－３５３１
サービスＮｏ．４８．ＢＯＸＮｏ．0 0 0 1 2

☆K o b e c c o c l u b 会員' 情報
Ｋ･ Ｆ。Ｓ１５周年記念“
ファッションシンポジウム 神戸なに色どんな街？，’
参加料1 0 , 0 0 0 円（懇親パーティー料含) を9 , 5 0 0 円に

職
…

認篭

蕊

蕊１１月2 5 日( 土）ＰＭ３: 0 0 ～ＰＭ８: 0 ０

錘

角
山 於神戸商工会議所

神戸をファッション都市化する為、活動し

皿調Ｊ１
鶴
' 氏

ているＫｏＦ｡ Ｓが設立1 5 周年を記念して、シ
ンポジウムとパーティを催します。当日は大
学講師までこなすスーパータレント西田勤
（桂文珍）氏を招いての基調講演を行う他、
パネルディスカッション、小山乃里子司会に
よるＩＮＫO B E 交流パーティ等、ファッシ
ョナブルでちょっと知的なプログラムが、盛

譜師：西田勤（桂文珍）氏りだくさんです。

' ８９A u t u m n －あなたは芸術の秋？グルメの秋？

〆

プ
ラ
ン
グ
イ
ン
「
松
方
幸
次
郎
の
肖
像
．
』

口根方コレクション展
明治の神戸経済界の巨人・松方幸次郎

が壮大なロマンと巨費をもって収集した
「松方コレクション」が、１１月2 6 口まで
神戸市立博物館で開催中。世界三大美術
コレクションといわれる豪華絢燭たるこ
の「松方コレクション展」に会員の方に
限り無料御招待。但し数に限りがありま
すので申込みはお早めに。

ロハンター坂倶楽部Ｅより美味しい秋をあなたに／
食べること、楽しむことを大切にする仏料

理レストラン・ハンター坂倶楽部Ｅの「四季
の鑑賞メニュー」（8 , 0 0 0円）が3 0％o f fの優
待券を1 0 名様にプレゼントします。日頃、' 慌
しい時間を過ごしている都会の中のあなたに
こそ、ゆったりと味わってほしいそんな素敵
なレストランで秋を楽しんでください。

深
ま
り
ゆ
く
秋

心
地
よ
い
ひ
と
と
き
を蕊

★上記のチケットを御希望の方はハガキに住所・氏名・r e l を明記の上神戸っ子倶楽部チケット係まで
お送り下さい。

迅
阜

聯識爵
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胆 話題のひろぱ

掴

三
洋
電
機
㈱
の
創
設
者
、
故
井
植
歳

男
氏
の
私
財
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
側

井
植
記
念
会
（
井
植
貞
雄
理
事
長
）
主

催
に
よ
る
第
蝿
回
井
植
文
化
賞
の
表
彰

式
と
、
同
会
創
立
加
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
が
、
如
月
Ⅳ
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
今
竹
七
郎
（
文

化
芸
術
）
、
田
中
千
賀
子
（
科
学
技
術
）
、

兵
庫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
社
会
福

祉
）
、
ブ
ナ
を
植
え
る
会
（
地
域
活
動
）
、

ひ
ょ
う
ご
経
済
人
（
報
道
出
版
）
、
神

一
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ

ン
タ
ー
留
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
国
際
交
流
）
の
合
計
６
部

門
、
２
名
４
団
体
八
敬
称
略
Ｖ

各
部
門
の
選
考
委
員
よ
り
、
各
氏
の

受
賞
に
至
る
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
後
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
田
中
千
賀
子
さ
ん
が
「
兵
庫
県
の
皆

様
に
業
績
を
評
価
し
て
頂
い
て
の
受
賞

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

と
し
て
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
開
か
れ
た
記
念
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
貝
原
県
知
事
と
石
井
市
民
生
局

長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
い
な
み
の

学
園
コ
ー
ラ
ス
部
の
合
唱
に
大
き
な
拍

手
が
寄
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
加
年
の
同
財
団
活
動
で
井
植

文
化
賞
７
６
人
、
奨
学
金
支
給
８
３
７

人
、
高
齢
者
支
援
１
３
３
９
０
人
、
社

会
福
祉
１
８
２
９
８
人
等
の
多
く
の
人

々
へ
の
援
助
や
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

１
１２２
１

騨埴 曲塗

＜上左＞井植理事長を囲んで喜びの受賞者の方々。＜上右＞井植理事長と血山常務理事
く下左＞三洋電提垂交会によるフォーク演奏。＜下右＞貝原県知事、石井市民生局長、井植三洋電機社長〔左から）

＜Ｉ＞

■
第
佃
回
井
植
文
化
賞
表
彰
式

井
植
記
念
会
創
立
叩
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

先
駆
け
て
、
今
花
開
ノ
、

地
域
文
化
を
育
ん
で
加
年

竺醐÷, …－…‐…卑皐……_ 露? r 翻謹? 琴1 雫舜叫零鐘涯

: 織議拳蕊師周蟻瀞織欝
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＜Ⅱ＞

特
選
は
上
条
信
浩
氏
の

〃
キ
ノ
ミ
キ
ノ
マ
マ
〃
に

話題のひろば

秋晴れのもと、ローズガーデン中庭で入覚作品を前に、審査も終って
なごやかに勢揃いの審査員の方々とスタッフ。

■
第
個
回
口
Ｉ
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展

北
野
で
生
ま
れ
育
っ
た
ま
さ
し
く
手

作
り
の
芸
術
の
場
「
第
肥
回
ロ
ー
ズ
ガ

ー
デ
ン
美
術
公
募
展
」
の
審
査
委
員
会

が
、
如
月
蝿
日
（
水
）
に
北
野
・
ロ
ー
ズ

ガ
！
デ
ン
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
吹
抜
け
の
中
庭

に
作
品
を
並
べ
、
厳
格
な
審
査
が
四
時

間
余
に
亘
っ
て
進
め
ら
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
自
由
。
〃
も
う
一

度
原
点
に
戻
り
若
さ
あ
ふ
れ
る
観
点
で

見
つ
め
直
し
た
い
〃
の
主
旨
の
も
と
、

総
出
品
数
鯛
点
、
出
品
作
家
飢
人
と
多

数
の
応
募
が
あ
っ
た
。

出
席
審
査
員
、
赤
根
和
生
、
泉
茂
、

佐
藤
廉
、
増
田
正
和
、
元
永
定
正
、
弓

倉
恒
男
、
小
泉
美
喜
子
の
各
氏
に
よ

り
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
大
賞
に
は
〃
キ

ノ
ミ
キ
ノ
マ
マ
〃
上
条
信
浩
（
生
駒
市

在
住
）
が
、
奨
励
賞
に
は
〃
Ｂ
Ａ
ｏ
Ｋ

Ｅ
・
Ｒ
Ａ
・
Ｔ
Ｓ
Ｕ
・
Ｔ
Ａ
（
Ｂ
）
″
大
坂

博
子
（
兵
庫
区
在
住
）
な
ど
が
決
定
し

た
。
上
条
氏
は
昨
年
も
入
選
、
大
坂
氏

も
昨
年
入
賞
の
メ
ン
バ
ー
で
、
共
に
新

進
気
鋭
の
作
家
で
あ
る
。

「
今
年
の
作
品
は
、
全
体
に
ま
と
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
良
い
こ
と
か

悪
い
こ
と
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
凝
っ
た
も
の
も
多
く
、
立
体
作
品

に
面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
の

審
査
の
総
評
で
あ
っ
た
。

尚
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
画
廊
ポ

ル
テ
イ
コ
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
美
術
公
募
展
受
賞
者
展
が
、
ｎ
月

１
日
ｉ
ｎ
月
廻
日
開
か
れ
て
い
る
。

３
１
２
１
１
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